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 下水道が整備されると、生活排水を衛生的に排除できるようになる

ため、快適で住みよい生活環境になります。 

 

 そこで、下水道が整備された地域内に土地を所有している方は、建

設費の一部を負担しなければならず、これを「受益者負担金」といい

ます。 

 

 対象となる土地は、その土地の利用状況にかかわらず、下水道が整

備された区域内の道路、河川などを除いた全ての土地が対象となり、

宅地(更地を含む)だけでなく、駐車場、農地、線路、寺院なども対象

となります。 

 

 したがって、下水道利用の有無に関係なく、受益者負担金の支払い

義務があります。市町村によっては、この負担金を未納すると下水道

の利用を制限されたり、未払い延滞金を請求されることが有ります。 

 

 下水道整備地区内の不動産売買の際は、売主が受益者負担金を支払

い済みであるか事前に確認するが必要です。 

下水道の受益者負担金とは 

 賃借人の負担する原状回復義務の範囲および原状回復義

務の範囲を定める「特約」の有効性が問題となります。 

 そもそもハウスクリーニング代は、借主が負担するべき

ものでしょうか。もしそうであれば、特約の有無に関わら

ず貸主は、借主にハウスクリーニング代を負担させること

ができるはずです。 

 この点、賃貸借が終了したときは借主は賃貸物を原状に

回復して返還しなければなりません。しかし、この原状回

復義務は、借りた当時の状態に戻すことを意味しているわ

けでありません。 

 借主の原状回復義務は、社会通念上、時間の経過によっ

て生ずる経年劣化、および通常の使用方法によって生ずる

建物の通常損耗を超えた借主の故意過失による損傷や、通

常でない使用方法による劣化等についてのみ生ずる、と解

されています。 

 そうすると、新しい入居者確保を理由としての設備の交

換や化粧直し等のリフォーム、ハウスクリーニングは原状

回復の範囲には入らないことになります。 

 したがって、経年劣化や通常損耗の範囲内の汚れを借主 

に負担させるには、その特約が付されており、かつ特約

の有効性が問題となります。 

 原則、公序良俗に反する事情がないかぎり、原状回復

義務の特約は有効です。 

 もっとも、この特約があるからといって無制限に借主

が負担しなければならないというわけではありません。 

 現在の通説的な見解によれば、通常損耗を超える汚れ

についてのみ、借主が負担することになります。 

 では、通常損耗についても原状回復義務を負わなけれ

ばならい特約はどのようなものでしょうか。 

 判例では「契約書にその範囲が具体的に明記されてい

るか、明記されていない場合は口頭により借主が説明を

受け、その旨を明確に認識し、それを合意内容とする旨

の『通常損耗補修特約』が明確に合意されていなければ

ならない」としています。 

 したがって、この合意がなされていないかぎり、通常

損耗部分のハウスクリーニング代は、あなたが払う必要

がないということになります。 
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住めると思うよ。間口が狭くて道路から奥まった家だけど、そ

のぶん静かだし、慣れると案外暮らしやすいよ」 

 売主さんが人間的に好い人というのはとても安心できたし、

間口が狭いことも最初からわかっていました。 

 ただ、散らかり放題荒れ放題の状況を最初に見てしまった

ものですから、リフォームしてもという不安が残ります。 

 しかも家探しを始めて見学したのは、この家が初めてです。

たとえ値段を安くしてくれたとしても決断は無理でした。 

 家族と相談してからと口を濁すと「そう・・・」と残念そうです

が、売主さんの表情からは半分やっぱりなという感じが伝

わってきました。 

 その日の夜。父にきょうのことを話すと「そうか。自分に都合

の良くないことは言いたくないものだが、ずいぶん正直な人も

いるもんだなぁ」と感心しますが、家の話しはそれで終わり。 

「きょうは久しぶりに、ドラゴンズ勝ったなぁ。あしたは誰が先

発すると思う？」 

 父の関心事は家より中日ドラゴンズでした。 

 さて、見学の翌日、家を紹介してくれた不動産会社から連

絡が入りました。「米本さん、売主さんはあなたのことを気に

入ったから値段まけてもいいと言っているよ。どう？頑張って

交渉してあげるから、あの家、買わない？」  次号に続く 
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看板看板看板看板にににに偽偽偽偽りありりありりありりあり    

  前回は、リフォームしなければ住めない家なのにリフォー

ム費用は買主が負担・・・というところまででした。 

 不動産のことなどなにも知らない私は、中古住宅というのは

売主、不動産会社のどちらかがリフォームしてくれるものだと

勝手に思い込んでいました。 

 「不動産会社からリフォームしなければ住めないって聞いて

いなかったの？そりゃ不親切だな。せっかく遠くから来てくれ

たというのに。よしっ、文句言ってやる」 

 わたしに対するポースなのか、ほんとうに不動産会社に不

満があるのか真偽はわかりませんが、売主さんはその場で不

動産会社に電話をしようとします。 

 「きょうは用事があるからと言ってましたから多分居ないと思 

    いますよ」  

 「あっ、そうだったかぁ。まぁいいや、ひょっとしたら居るかも 

  しれん」 

 ジリリ、ジリリ、ジリリ・・・・・黒い電話器のダイヤルを回す音

が、売主さんと私だけの静かな部屋で響きます。 

 しかし、受話器の向こうから聞こえてくるのは呼び出し音だ

け。  

 「やっぱり居らんか。しゃぁない奴だ。米本さん、あんたの期

待を裏切ったかもしれんけど、この家、手を入れれば十分に


